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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成20年11月27日(2008.11.27)

【公表番号】特表2008-516675(P2008-516675A)
【公表日】平成20年5月22日(2008.5.22)
【年通号数】公開・登録公報2008-020
【出願番号】特願2007-536784(P2007-536784)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｌ  27/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｌ  27/00    　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成20年10月9日(2008.10.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　緩衝液中に０．１～１．０ｍｇ／ｍＬの範囲の濃度の血小板由来成長因子（ＰＤＧＦ）
を含有する液体を吸収させたリン酸カルシウムを含む移植材料であって、
（ｉ）内部への細胞浸潤を促進する多孔質性、又は、
（ｉｉ）４０％を上回る多孔質性
を有し、リン酸カルシウムが相互に連結した孔を有し、１００～５０００μｍの範囲のサ
イズの粒子からなる移植材料。
【請求項２】
　リン酸カルシウムが多孔質性リン酸カルシウムである、請求項１に記載の移植材料。
【請求項３】
　多孔質性がマクロ多孔質性である、請求項２に記載の移植材料。
【請求項４】
　リン酸カルシウムがリン酸三カルシウムである、請求項１－３の何れか１項に記載の移
植材料。
【請求項５】
　リン酸カルシウムが、１００～３０００μｍ、２５０～２０００μｍ又は２５０～１０
００μｍの何れかの範囲のサイズの粒子を含む、請求項１－４の何れか１項に記載の移植
材料。
【請求項６】
　液体が０．２～０．７５ｍｇ／ｍＬ、０．２５～０．５ｍｇ／ｍＬ又は０．３ｍｇ／ｍ
Ｌの何れかの濃度のＰＤＧＦを含有する緩衝液である、請求項１－５の何れか１項に記載
の移植材料。
【請求項７】
　コラーゲンを更に含有する、請求項１－６の何れか１項に記載の移植材料。
【請求項８】
　少なくとも８０％のリン酸カルシウムが移植後１年以内に吸収される、請求項１－７の
何れか１項に記載の移植材料。
【請求項９】
　緩衝液中に０．１～１．０ｍｇ／ｍＬの範囲の濃度の血小板由来成長因子（ＰＤＧＦ）
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を含有する液体を吸収させたリン酸カルシウムを含む移植材料であって、リン酸カルシウ
ムが相互に連結した孔を有し、１００～５０００μｍのサイズの粒子からなり、該リン酸
カルシウムの重量の少なくとも２５％に相当するＰＤＧＦを含む液体を吸収することがで
きる移植材料。
【請求項１０】
　液体がＰＤＧＦを０．３ｍｇ／ｍＬの濃度で含有する緩衝液である、請求項９に記載の
移植材料。
【請求項１１】
　コラーゲンと、緩衝液中に０．１～１．０ｍｇ／ｍＬの範囲の濃度の血小板由来成長因
子（ＰＤＧＦ）を含有する液体を吸収させたリン酸カルシウムとを含む移植材料であって
、リン酸カルシウムが相互に連結した孔を有し、１００～５０００μｍの範囲のサイズの
粒子からなり、該リン酸カルシウム及びコラーゲンの重量の少なくとも２５％に相当する
ＰＤＧＦを含む液体を吸収することができる移植材料。
【請求項１２】
　液体がＰＤＧＦを０．３ｍｇ／ｍＬの濃度で含有する緩衝液である、請求項１１に記載
の移植材料。
【請求項１３】
　緩衝液中に０．１～１．０ｍｇ／ｍＬの範囲の濃度の血小板由来成長因子（ＰＤＧＦ）
を含有する液体を吸収させた同種移植片であって、（ｉ）内部への細胞浸潤を促進する多
孔質性を有するか、又は（ｉｉ）４０％を上回る多孔質性を有し、該同種移植片が相互に
連結した孔を有し、１００～５０００μｍの範囲のサイズの粒子を含む移植材料。
【請求項１４】
　多孔質性がマクロ多孔質性である、請求項１３に記載の移植材料。
【請求項１５】
　多孔質性が、４０％を上回る多孔質性を有する同種移植片粒子により構成される、請求
項１３及び１４の何れか１項に記載の移植材料。
【請求項１６】
　同種移植片が１００～３０００μｍ、２５０～２０００μｍ又は２５０～１０００μｍ
の範囲のサイズの粒子を含む、請求項１３－１５の何れか１項に記載の移植材料。
【請求項１７】
　液体がＰＤＧＦを０．２～０．７５ｍｇ／ｍＬ、０．２５～０．５ｍｇ／ｍＬ又は０．
３ｍｇ／ｍＬの濃度で含有する緩衝液である、請求項１３－１６の何れか１項に記載の移
植材料。
【請求項１８】
　コラーゲンを更に含む、請求項１３－１７の何れか１項に記載の移植材料。
【請求項１９】
　少なくとも８０％の同種移植片が移植後１年以内に吸収される、請求項１３－１７の何
れか１項に記載の移植材料。
【請求項２０】
　緩衝液中に０．１～１．０ｍｇ／ｍＬの範囲の濃度の血小板由来成長因子（ＰＤＧＦ）
を含有する液体を吸収させた同種移植片であって、同種移植片が相互に連結した孔を有し
、１００～５０００μｍの範囲のサイズの粒子からなり、該同種移植片の重量の少なくと
も２５％に相当するＰＤＧＦを含む液体を吸収することができる移植材料。
【請求項２１】
　液体が０．３ｍｇ／ｍＬの濃度のＰＤＧＦを含有する緩衝液である、請求項２０に記載
の移植材料。
【請求項２２】
　コラーゲンと、緩衝液中に０．１～１．０ｍｇ／ｍＬの範囲の濃度の血小板由来成長因
子（ＰＤＧＦ）を含有する液体を吸収させた同種移植片とを含む移植材料であって、該同
種移植片が相互に連結した孔を有し、１００～５０００μｍのサイズの粒子からなり、該
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同種移植片及びコラーゲンの重量の少なくとも２５％に相当するＰＤＧＦを含む液体を吸
収することができる移植材料。
【請求項２３】
　液体が０．３ｍｇ／ｍＬの濃度のＰＤＧＦを含有する緩衝液である、請求項２２に記載
の移植材料。
【請求項２４】
　（ｉ）多孔質性リン酸カルシウム、（ｉｉ）コラーゲン及び多孔質性リン酸カルシウム
、（ｉｉｉ）同種移植片、又は（ｉｖ）コラーゲン及び同種移植片からなる移植材料であ
って、
（ｉ）細胞浸潤を促進する多孔質性、又は、
（ｉｉ）４０％を上回る多孔質性
を有し、リン酸カルシウム又は同種移植片が相互に連結した孔を有し、１００～５０００
μｍの範囲のサイズの粒子を含む移植材料。
【請求項２５】
　骨、歯周組織、靱帯又は軟骨の成長を促進するためのものである、請求項１－２４の何
れか１項に記載の移植材料。
【請求項２６】
　緩衝液中に０．１～１．０ｍｇ／ｍＬの範囲の濃度の血小板由来成長因子（ＰＤＧＦ）
を含有する滅菌溶液に多孔質性リン酸カルシウムを浸すことを含む、移植材料の製造方法
であって、該移植材料が
（ｉ）多孔質性リン酸カルシウム、
（ｉｉ）コラーゲン及び多孔質性リン酸カルシウム、
（ｉｉｉ）同種移植片、又は、
（ｉｖ）コラーゲン及び同種移植片
を含み、リン酸カルシウム又は同種移植片が相互に連結した孔を有し、４０％を上回る多
孔質性を有し、１００～５０００μｍの範囲のサイズの粒子からなる移植材料の製造方法
。
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